
取扱説明書



安全上の注意：

・ この取扱説明書をよくお読み下さい。

・ この取扱説明書に従って下さい。

・ 全ての注意書きや警告にご注意下さい。

・ 本商品を水分の近くで使用しないで下さい。

・ 本商品を掃除するときは乾いた布のみを使用して下さい。

・ 今後も参照して頂けるようにこの取扱説明書を保管しておいて下さい。

・ 本商品の誤った接続やアース接続による故障は保障の対象外となります。

・ 本商品には単独で入手できない部品や、また静電気によるダメージを受
　けやすい部品が使用されていますのでご注意下さい。

・ 必ず、正しい極性/電圧/電流が得られる電源アダプターやユニバーサル
　タイプのペダルボード・パワーサプライのみを使用して下さい。それ以外　
　を使用した場合、音質や商品の性能が損なわれたり、または商品にダメー
　ジを受けることがあります！ 詳しくは、コントロールと接続についての項目
　や、仕様の項目をお読み下さい。

・ 安全のため、電源プラグのアースピンでアースを取るようにして下さい。



・ 世界でも最も優れた部品を使用し米国カリフォルニア・ペタルマにて製造

・ 100%クラスAディスクリート回路設計

・ 高品質のチューブアンプに、ダイレクトにトーンとフィーリングを伝えます

・ RFIフィルタリング機能により、無線による妨害やノイズを最小限にします

・ 多種多様なエフェクトペダル、または長い接続ケーブルの使用といった要
　因の中で、安定したトーンとフィーリングを得るために、ギターから安定し
　た抵抗値を供給します

・ ON/OFFステータスLED搭載

・ 9-18V DC 外部電源インプットジャック装備(電源アダプターは付属して
　いません)

Full Details:



STOWAWAY™ INPUT BUFFER

この度はMESA/Boogie®の製品をお買い上げ頂きありがとうございます。
そしてMESAファミリーへようこそ！　素晴らしいものへの変わらぬ情熱と
品質についての責任、そして顧客が満足を得ることへの献身性が、我々が
米国カリフォルニア州のペタルマに唯一の場所で製造するそれぞれ全ての
製品に息づいています。ご安心頂きたいのが、世界でも最高級のアンプをハ
ンドビルドで製造しているのと同じ人々が今あなたがお持ちの
STOWAWAY™ INPUT BUFFERを作っており、MESAの全ての顧客と
同様のサービスを得ることが出来ます。

STOWAWAY™ INPUT BUFFERは、素早くそして簡単に、ギタリストが
直面する根深い信号ロスや不安定なトーンの問題を解決することが出来ま
す。問題の理由としては、容量負荷/抵抗負荷やミスマッチ、そしていくつか
の異なるエフェクターや接続するケーブルを使用することによるピックアッ
プの共鳴周波数やピークの変化などです。ギター機材接続の最も弱い部分
またはギターそのものに確固たる負荷を与えることで、ペダルボード上の多
くの変化やステージ上に接続する長いケーブルの影響から切り離すことが
出来ます。そうすることで、ギターのハイ・インピーダンス信号をロー・イン
ピーダンス信号に変換し、ノイズや干渉、またトゥルーバイパス仕様のペダ
ルについてまわるスイッチのポップノイズの影響を最小限に留めることも出
来ます。結果、サウンドやトーンのバリエーションは実際のエフェクトペダ
ルの効果によって形成され、ギターからのハイ・インピーダンス信号による
問題の影響を受けなくなります。

バッファーは100%ディスクリート・クラスA回路となっており、インプット・
インピーダンスや他の微細なキャラクターは高品質チューブアンプのそれ
に準じており、またRFI(=Radio Frequency Interference 無線周波数干
渉)フィルターを搭載しているため、無線の干渉やノイズ混入の可能性を最
小限に留めます。またギターに理想的な、安定した抵抗を供給するためト
ーンが安定し、また同時にチューブアンプ直で接続したような生き生きとし
たサウンドが得られます。



 
コントロールと接続について

 LED: 

 IN: 

 OUT: 

ギター機材それぞれの接続を行う際は、電源を切っておくか、少なくともア
ンプの音量をゼロにしておくほうが良いでしょう。大音量によってスピーカ
ーやその他機材にダメージを及ぼすことを防げます。

最適なギターのトーンを得るには、STOWAWAY™ INPUT BUFFERは
出来るだけギターの次に接続することが望ましいです。

注意：ビンテージ・ファズペダルの種類によっては、ギターに直接接続する
と異なった動作とサウンドが得られることがあります。理由は、ロー・イン
ピーダンスの信号ソースとは対照的に、ハイ・インピーダンス信号が供給
される設計になっているからです。そういった理由から、シグナルパスの最
初に接続する必要があるのです。また、それらはトゥルーバイパスにモディ
ファイされているか、またはモディファイされていなくてもトゥルーバイパ
スのループボックスに接続して、使用しないときは完全にバイパスされるよ
うに使用することをお勧めします。

本体上の青いLEDが点灯しているときは、STOWAWAY™ 
INPUT BUFFERの電源がONになっており動作準備が出来ていることを
示しています。

この1/4"フォンジャックは、ギターからの信号を受けるインプット(ジ
ャック)です。

この1/4"フォンジャックは、バッファーされたロー・インピーダン
スを供給するアウトプット(ジャック)です。このジャックと、エフェクトペダ
ルまたはアンプのインプットを接続します。

注意：1/4" TS(チップ/スリーブ)のシールドケーブルを使用する際は、出
来るだけ品質が高く短めのものを選ぶようにして下さい。



 9-18VDCジャック: 

 

 

FAQs(よくある質問)と役立つヒント

ジャックで、センターマイナスの2.1mm x 5.5mmオス型プラグの標準
9-18VDC電源アダプターまたはユニバーサルタイプのペダルボード・パワ
ーサプライを接続可能です。その他、"仕様"の項目も参照下さい。

注意：(外付け)電源アダプターは付属していません。

警告：必ず9-18VDC センターマイナス2.1mm x 5.5mmバレルプラグタ
イプのものをご使用ください。ACアダプターやその他間違ったアダプターを
使用すると故障の原因となり、保証対象外となりますのでご注意ください。

Q1. STOWAWAY™ INPUT BUFFERはベースにも使えますか？

A1. はい、使えます！

Q2. スイッチング電源・アダプター(SMPS)を使用すると、高い音のノイ
ズのようなものが聴こえるが、何故ですか？

A2. スイッチング電源アダプターの中には他と比較してノイズが多いものが
あり、特にそれらは信頼のおけるまたは著名なブランドものではないことが
多くあります。もう1つの理由として考えられるのが、1つの電源からたくさ
んの機器に電源を供給しているということがあります。スイッチング電源ア
ダプターの多くは高電流出力で複数の機器に電源供給が可能ですが、それ
によってノイズが増えてしまうことがあります。そのような場合は、より優れ
た他のパワーサプライ (例えば、ペダルボード上で全ての製品に個別に電源
供給のできる、独立したアウトプットのあるユニバーサルタイプのもの)を使
用することをお勧めします；そのほうがよりパワーがあり、ノイズが少なく、
良いトーンが得られます。 



Q3. ギターとSTOWAWAY™ INPUT BUFFERとの間に接続可能な
ケーブルの最大の長さは？

A3. ギターとバッファーの間には、出来る限り高品質かつ長さの短い、シ
ールドされた1/4"TSプラグの楽器用ケーブルを常に使用するようにして
下さい。ですが、ゼロ・キャパシタンスは理想的でも、また現実的でもない
ことを理解下さい。ピックアップというものは、ケーブルの長さやギターの
アウトプットのキャパシタンスを想定して設計することは不可能といって間
違いありません。一定量のケーブルのキャパシタンスは問題なく、かつ必
要なものです！　我々はそれを消し去ろうとしているのではなく、むしろコ
ントロールして予期しない変化を防ごうとしているのです。ですのでもし余
裕があれば、色々なブランドまたは長さのケーブルを試し、ベストなトーン
が得られるまで調整してみて下さい！　フリーサイズのケーブルの長さが
あるわけではないのですが、概して言えばより短いケーブルのほうがよりき
らびやかなトーンが得られ、長めだとよりダークなトーンとなります。繰り
返しますと、キーになるのはトーンの一貫性であり、もし欲しいトーンが決
まったら常に同じ長さのケーブルを使用して下さい。 

Q4. ビンテージのファズペダルを使用したいのですが、バッファー信号に
はうまく機能しないと聞きました。本当ですか？

A4. これらのペダルをギターに直接接続すると、通常使用時とは異なった
動作とサウンドになります。理由は、ロー・インピーダンスの信号ソースと
は対照的に、ハイ・インピーダンス信号が供給される設計になっているか
らです。そういった理由から、シグナルパスの最初に接続する必要がある
のです。また、それらはトゥルーバイパスにモディファイされているか、また
はモディファイされていなくてもトゥルーバイパスのループボックスに接続
して、使用しないときは完全にバイパスされるように使用することをお勧め
します。 



Q5. もう1台のSTOWAWAY™ INPUT BUFFERをペダルボードの
最後に接続して、ステージ上のアンプに長めのケーブルを用いて接続し
ても効果が得られますか？

A5. 理論上は可能ですが、我々はアウトプット・ラインドライバーとしてよ
り適した、CLEARLINK™ BUFFER/BALANCED LINE-DRIVERをライ
ンナップしています。 ステージ上のアンプへ、最長330FT(約100m)のバ
ランス信号またはそれより短いアンバランス信号のケーブルを、標準の3ピ
ンXLRマイクケーブルまたは1/4"TSプラグタイプの 楽器用ケーブルそれ
ぞれ接続することが出来ます。また我々は、HIGH-WIRE™ DUAL 
BUFFER/OUTPUT BOOSTと呼ばれる2-in-1の機器をラインナップし
ており、両方の回路に加え、ブーストとチューナーミュートが装備されてい
ます。STOWAWAY™ INPUT BUFFERとCLEARLINK™ 
BUFFER/BALANCED LINE-DRIVERを併せて使用すれば、容量負荷、
抵抗負荷やミスマッチ、ピックアップの共振周波数/ピークの変化、または
多様なエフェクトペダルや接続ケーブルの使用によりギタリストが直面す
る、根深い信号劣化や不安定なトーンの問題を解決することが出来ます。
どのような機材、ギターやアンプでもSTOWAWAY™やCLEARLINK™
それぞれから安定した抵抗や信号ソースが得られます。またこれら2つの
機器はエフェクトループを形成しますが、ペダルボードの影響からギター
とアンプを切り離しますので、ペダルや接続ケーブルの取り回しが容易に
なり、長めのケーブルをステージのアンプに接続する際にもバランスとア
ンバランスの両方で無理なく信号伝達が可能となります。結果として、サ
ウンドやトーンに変化が出るのはペダルボードのペダルエフェクトそれ自
体によるものとなり、不可やインピーダンスのミスマッチに関連したギター
やアンプによるものではなくなります。



• Input Impedance : 1M Ohm

• Output Impedance : 150 Ohm

• Buffer Design : Discrete Class-A

• Nominal Operating Voltage : 9-18VDC

• Maximum Operating Voltage : 20VDC

• Typical Current Draw : 10mA @ 9VDC

• DC Adapter(別売) : WARNING!!! パワーサプライには必ず9-18VDC 
センターマイナス2.1mm x 5.5mmバレルプラグタイプのものをご使用く
ださい。間違ったアダプターを使用すると故障の原因となり、保証対象外と
なりますのでご注意ください。

• Weight : 121.1 g

• Dimensions (W x D x H) : 36 x 101 x 32 mm

注意 : 継続的な改善のためすべての仕様は予告なく変更されることがあり
ます。

 SPECIFICATIONS:








